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ARCH-その系譜と沖縄の石造挟

上間 j古*

ARCH -its Historical Development and 

Masonry-arch Structures in Okinawa 

Kiyoshi Uyema 

Synopsis 

Following the author's previous studies on the masonry structures 

of the Gusukus， the name given to the acimt castles and the' Iike in the 

Ryukyus， this paper discusses the characteristics of masonry-arch struc-

tures of the Gusukus and others along with some historical review. 

1.はしがき

れは煉i七と J七に， コンクリート のIIIJJUえひその椛j主

の首段以前の1<:¥、人類の桜史をjIfiじ て. 人!日lの希求す

る永i主的{不変，不十リ)， ~~.~ i'i~j 美， 怜J成. ~~1 悶 を 只ー現す

る lf(要ー な建設材料であった 。 世界史的に Iffl~な I也 JJ;、

を主IJした古代エジプト ，.1ソポタ Eヤ，イ ン ド， 'i';jと

などにおいて.時代を越えて今日 みることのできる先

史または)M史的泣緋の大部分は石ま たは煉瓦の文化そ

のもの とい ってもillHではなL、
'111:界主主築史的にみて. ;，j(j立ttきたの車内微な発肢をi茎げ

た'1'1.1'.1. 日本に おL、て /1，その 1'1然，思111にjlL凶して

イIiit，煉JLJ注造物はインド以I'Liグ)地域に比較して出自治ー

な交法はなか ゥたが，それでも .必要に応 じ怜i威と抗

敵 1')jl!N ';~l化のためかなりの脱校のイ I J立往i立物が造営さ

れては 5ている 。WIJえ:J:''1'11'.1における fi. )t. t鬼，越，

A手なと 作引のlく械怨ぷ，イIiit焔.城門など， またわが

IJュIiこおいてはμ裂を中心と 十るも のが 多いが. それら

には 光山川代グヲチベン ( ~tiitfj立 ・ 点 .1じ ) 何1 総イ r (北九

州・ '1'11'.1).水域のiJtli)jなと ， ドつては安土跳llJ時代以

降lIfi衿[こ 1Ci，主した いわゆる;'itu:品，](.'II:のmij青(ふしん)

L、わゆる:ti ZitrYi.iliなとかある 。 ;'1'縄史におけ るITrL球

受付:1977年 4H30日

勺f，[球大学理工.学部士木工学料

Uic]時代/えびそのl求心;止ij(主町J中WJ以内ij)におけ るわ

iii怨造物 (グスクの11 .~仁城門， 十局主点ーな ど )は ， 特徴

ある一耐を有し，節手?はわが国の土木・建築史的にif'

jI.'，¥されてはならないものと 巧えている 。

本杭{ま，百Ij岡に01続き 沖縄の石造燐造物について論

ずるも のであるが，主ija燐造物の中でも顕著な部分を

桃成す るアーチについて調査の成果 を踏えて論じるも

のである が.あわせて世界史的税野からのアーチ椛造

の推移も考古毛し 司 可能な限 1)1ムい悦'l!f'から沖縄のアー

チを行えてみたいと ，思 う。

2 .アーチの系譜

建築il'-J.iA.:il(J叫iit物の形態は.大目Ijして iI{(j的な

もの と iI刷」的なも のがある。 前者は i直線/立び平1Mてが

柿成さ れる全wxは部分であ り後おは純々の111，線/土ひ

IIIII(liで桃!止される令14>:又は部分を指すロアーチは勿必

「山j的 な形態の一つであるが，建設史的fii:)にみて.

tlH似形態の代表的存イ1として発注 して きてい る。

以下においては まず「院」と 「山」 と人間と の刈応

について民健的考察を試み，その後ア チの建設史的

系譜を回各i:tする 。

(注)建築史・土木史の両者を合わせて建設史と称す

ることにしたい。
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ARCHーその系議と沖縄の:?ii立挟

(1) r直」と「曲」

今Hわれわれの 日常生活空間におけ る1二本及び建築

備品:物の部分，f首j，又は群としての形態は，直線及び

半面からなあ 「直j的なものが支配的なものであ ると

いえ よう。例えば，一般建築物，又それらの外環境と

しての街路，歩道，送電信のための線群，柱群など多

くをfE摘できる。

「曲」的な形態仏道路の平副曲線 (円，クロ ソイ

ド)を最も巨大なむのと して，外に Lアーチダム， ト

ンネル，尽僑の部分えは全体のなす「曲」の形態な ど

の土木的なものと，他に建築的なも のとして教会堂，

モスク、体育館なとの関口部や屋桜にみる「曲」 的な

機造等もあるにはあ るが，人々の視覚空間を構成する

形態全体からみるとやはリ部分的なものとし って よい

だろう (図-1 (a)， (b)， (c))。

生活空間における 「直l又I;tf曲」なる形態との人

々とのかかわりは歴史時間執の上でどの様に展開され

て来たのであ ろうか。

自然的な環境の形古島は本来「曲」的なものであると

凶- 1 生活環境の「直Jと「州」

いヮて よし、。人類がその住民をi同信1に求めたこ ろ，生

活の原点としての肘:をは，不毛父形曲線と曲面の情!-，J(;で

あった L，聖子外の税野にも常に山の綾総，谷線.露出

岩， 海岸線， 月，太陽，動tl~物な どの呈する州総，曲

面が視角印象の主体，1，町、や全体をな していたといって

よいだろう。直fl(Jなものとして， 地平線，水平線，針

葉樹の樹幹，雲聞か らの陽光め光束な どが白j然的な存

作と して理解できるのであるが， それ ら と の~t:. ì;ri 距離

は曲的なものの後，"-tI性に比較する時大きいも のであ り，

視覚的 :t~ {..い、の機会も部分的なものであ ったといって

よい。 r凶」的なものは，人の手による 自由な働き か

けの可能な生活具ーな ど身の廻りの対象から， 天球など

超人的神秘的な対象まで巾広〈人々の視覚環境の主体

を構成し て米た。

これ らの 「直Jf曲Jの人間と の基本的なかかわリカヘ

人類の精神的欲求の具現と Lての営造物ー建築的，土

木的ーの形態の選択に指針を与えたことは確かな こと

だろ う。 もちろん，建設技術の水準の如何による制限

は考!.i.に入れなくてはな らないが。

営造物の史的展開においては，慨略的には「曲」的

なも のから 「直」的なも の"と形態の主体が移動した

といえよ }が，r直」と「削」の利用は.それらの もつ，

表現上また機能上の特質を，校術的限界の中で寂大|浪

に活用して来たものと理解できょう 。今日のように人

々の大部分が都市的環境の中にある状況では， f直」的

なも のがほゾ完全な生活空間の支配的形態を鱗成して

いるわけであるが，前i>!lの古い時代の~n兄 とは 「 直」

「曲」 の逆転の状況にある とい うことにな る。

l宜的逆転の夙凶は何か。その諭理的な説明には詳給

を必要と するが，巨視的には人類の大規校定住を可能

にした農業革命，産業車命を経て，より 一層迫求され

るよう になった生産性，大量性，迅速1'1:，機能性':句J

ヰ'性:J)営造物における 5t現ということができょう 。し

かしながら.この逆転の状況は，将来の展望と しと

「耐jのセ守口への収倣へ向って展開するとは1;えられ

ない‘それは|直」の特質への追求と共に噌 frtl!_1のもつ

「阪」置検のむ つかしい特質もまた形態表況の上泊ら追

求されてゆくと理解できるからである 。 (表ー 1) 

さて.本稿の論j主の中心はアーチであり ，次郎に論

じるが.まずアーチヵ、建設史的に， I ttllJ的形態の代表

的なものとして存イt して米た ことを指摘してお きたし、
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表 1 直・曲の特質

[I'J: 出i

士見 &IJ 的 自 由

画 的 d単 力 住]

ε主 1本一 11 美的要因

施工谷易 変 化 性

経 i汽 tl 円 ~k 性

十在 威 ~じ- !日j 自ワ

神1 手島 fサ 動 自ワ

1¥1> 的 l

(2) アーチの系譜

アーチ (Arch)は，他に迫(せり)， i且持(せりも

ち)，扶(きょう)と称され， '1' L1iJでは (fj川、時代巻量水

資1:1 と柄、されたという。アーチの定義は，力学的な面

から，また使用材などの出からそれぞれ述べられるが，

次の通りである U 。

「関口部の l一部の荷iIiを支えるために，わや煉Lしを

i甘l線形に積み上げた構造」

「曲線状の当日構で，荷重力、主として軸圧縮1;により

支持点に伝達されるもの」

凶 ~2 はア←チをJ.~にした山出i メ~11の同々のタイプ

fY d叩
arch tunne 1 vault 

者きち 伸
dome intersecting vault 

d 内
cloister v:lult h四m川a引加叫n昭叩1唱E

関 2 アーチ及関述構法

1(11 

である。アーチの利用は平而的.-'1:体的に多様であり が11J.f見している。練瓦の発明は，逮造物の形態表現に

その仔IJとしてjJ、した υ ド1Ft]度を与えアーチの発達を前進せしめ，さらにロー

きてアーチの起りとその展開はとの様であったか。?時代のコンクリ トの出現に及んでよりイ国i泊I面構

詳かでない点も多いが「アーチの!反f唱は，1;<エジプト 成の発達を1足し，ヴオールト， ド ム，半ドーム構造

にさかのぼる jといわれ，ロー 7 の先住民校であるエ による空間構成の自由を拡大した~)， 11 

トルリア人(ii弘、アーチの理両市的展開につくしたが， さ1 以上丙i羊(中近東を含めて)におけるアーチの

(エトルリア建築 BC 10C ~ B C 2 C) その応用とし 発達状況を略述したが，イント、以東のアーチの状況は

て「世界史的展開はロー7 人によるJといわれるい。 どうであったか。この地域での史的問題の徐述は文明

ロ 7 人はアーチを多様に応用し，関口部アーチ， 発生の1也としてのイント¥中国を核としたものになる

州出大井としてのヴオールト (VAULT)・ドーム(DOME)， であろう。 一般建築史書もこの二大核を中心にその隊

また自アーチとして補強!などに展l非]していったといっ。 東及来南アジアへの伝播とい 7形て，問題の徐述がな

11J代における連投村料の利用は，地域条件により進 されるのが通常である。

展の廷はあるが， _lt'，木.{i村の千11用を紛失として，つ 古代及び中世の極東の文化一般を論ずる際，中華忠

ついて中東地}jにおける煉士(ビゼ)の利肘 (BC 想(華夷思想)に基っく中国の外[上l中|玉lからみれば

6000前後)，さらに生産技術的に!日i;，itな II乾(陽焼)煉 来;夷，背蛮，西戎，北j央など との交流による，その

瓦(B C 4400~tî)，焼成(窯焼)練土L (B C 3500前後) 文化の伝播の過程というものが重要視きれるが，沖縄

(ìt)アーチの起源については，このほか，メソポタミヤ南部の B じ 3000~2000のシュメール鐙築に言及する著者

もあり，そ二に「全ての建築の十Hif)虫が含まれていたJ(ウーリー郷)ともいう。
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102 ARCHーその系譜と沖縄のわj剖共

は14世紀後半よ り中国へ進貢を続け， 15世紀初頭よけ

いわゆる中国の「冊封体制」によ ってー土制を維持した

経過があリ ，中華体制の中には まりこんでいた。

したがって，この頃以降顕著とな った石造建造物

の史的与察においても， 中国の影響の存在を前提とす

ることは一般の常識であリ ，建造物の素材.形態.配

置等に明かな桜放，類似の存夜が指摘できる。 (図

3及第 3節)

函谷関東門

(B C 3 C 頃)ζ=三』

興度宮の門

(A 0714) 

一

ノ¥
戸守二千二i-，-;--d-

紫禁城午門

( ~月 14-16C)

JL1Il 111"-.. 

~n ム
過1:ti塔の雲台(門)

(A 014C中頃)

{委窓|幼備の袋

(16-17C頃)

図-3 中国におけるアーチ門の系譜

木造を建築の主体とした中国にあ ってli，アーチ造

の:H現・発展 も， また，木造の形態を141形と して，石

材利用をはかりつつなされて来たという ことができょ

う。これらの事情を文献は次のよ うに指摘している孔

「中[;!iJの建築は発生このかた，近代に至るまで常に木

情titがJんキ;であった…:rii主も早くから開始はしたが木

隣近の隊式を校放するばか iリ)て

なか勺た」ム。

しか しなが ら，後日の完全なアーチ式の門や織の，'11

:fJl.は，外凶 (西 1j ， イン ド なと )の~~;響を 中凶化しな

が句，かつれ進出現f去の技術的経験の積み:tHiJの中か

ら生jして米たといえるのではないか。

1M史的事物の発生進展は空間的.時間的に必らずし

も皮秘的，連続的なものではなし断続的. 平行的，

独自的である場合も決して少くな L、。これらの事情は

A. J. Toynbeeが，1社会の比較可能性Jを論ずる中で

tf出荷した思想でもある (i) 0 

アーチの場合もそのこと はいえるのではな L、か。「ア

ーチの技術の伝婚経路j として， ただ l つの~ 1 i\ 1 的な

点ロ - 7 (エトルリア)から東西に伝播し，イ ンドや

中国，沖縄等に至っ たと指摘する文献もあるが71来し

てそうであろう か.筆者には疑問が銭る。インド(B 

C3C-A07C)及びや もおくれて中国 (A03 C 

- 6 C)には，宗教文化 (インドではノ〈ラモン・ヒン

ドウー.仏教，中位|で仏教)の遺跡とし てld請が盛ん

に造営されたが，その構造形態の中には，後日 のアー

チやヴオ ールト等の「附j構造そのもの，あるいは原

型的なも のがありアーチの進展への核的なものとなっ

た可能性も十分あり，商洋→東洋の「直線的」伝播が全

てではないと恩われる。

きて，中国における建築の技術基準書として歴史的に

著名なも のに「北近、のttL;，'徽宗に歴仕 した李明jq'が

勅名により制修」附 した「営造方式」 という番がある。

縦修が完了し出版されたのが1103年 (祭第 2年)であ

るから 中国一沖縄の交流が様んになる 14世紀より かな

り以前から存不1:した ことになる。

この 「営造方式」は36巻からなる大著で建築に1M)す

る用語，各工事(:{j作 ・大木作・竹1'1，.主L作主ど13楠)

の具体的方法その他が述べられている が，アーチと関

連し てA要なも のは 11'，'作」のー項目として説明され

ている「基議y出J(石泣アーチ僑)であろう 。

沖縄には1392年 (祭度二Eのは0，"Eの請願に よリ中凶

(日月)からII.[球の政務， J1J大工その他に当らせるため
ひ人Lf.

払i建省人 (1品j人)36姓が米f/.iし定住した事実があるこ

と，その他にもかな りの人的交流があったことなどか

らJ営i立方式」の知識の砂入もあったものと思われる

が，それをH体的に1)、す史料は今のところわかってい

ない 。 その持入の U~fl，i、はもしあったと すれば， 今日し

られる甘，'，、ものに属すると思われる石積アーチである

天姫't;l;訂門 (1424年，五見71)や座喜味城u門 (減1420

年頃)川等の建造時より以前であると巧えられる。

建築¥tは学的追求の対象となって '"'11"、百五史を有し，

今日土木史ある いは建設史と概念.される内谷をも 占い
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時代には姐!~史の範ちゅうに属したよ うだ。 ifÉ って .

本稿で徐j主の中心とするアーチについても iiハ、事項と

なるとやはり鐙築史の専門書に依存せざるを得ない。

首Ijjfの凶洋 ・中凶・インドにおけるアーチの系譜の略

述も附々の怨築史書;日川ー 11'や， 文化史書lト 111等

にHd処したものである。 今後は土木史，建築史として

の悦点から，アーチも含めた柿々の営造物に関する史

的巧然がなされていく ことであろう 。

両立後に中間とインド建築の一般的特徴を監埋し.ア

ーチを含む I1制」的構造の系譜斑解の一助としたい。

中1'111の，建築が「成虫この1j外来文化による大変化を起

したことがなく .fl己の通一筋に歩み，わずかに年代

による制部の小変化をf'I'なったにす ぎず，実に3000年

以卜ーも同じ建築様式ヵ、継続したJ1:，1のに比較し， イン

ドの建築は 「与'くから独自の境地を聞いたものの，そ

の進展には外米建築文化の刺激をまつことが多 くJ1日，

~ j '~ 教の盛裂の反映が桜めて強し時代によ り 建築形態

が大きく変化したといわれる。図 4は，種々の時代

のインド怨築のアーチ構造へつながる曲的精造を示し

たもので'ある。イン ドの主主築は中国へ，またよリ濃度

を向めて東南アジア1靖国へ影響を与 えたといわれる。

3 .沖縄の石積みアーチ

わが[:1¥1への1lf点みア チの'1'凶からの伝播は一つは

長山払他Ll:i'l'純 というのが一般である。長崎に ITi絡

が治人されたのはu一戸時代にな ってからであり .(1634 

年)Wli~i興悩寺住職fN 立11定の指4によってかけられた

こ述アーチ怖の版鋭的が現存最古のj;iijであるJ1制。その

後1I附アーチは長崎から熊本，鹿児品等へ伝搬し技術

も日本的にii'j化されていったといっ 。

t中純において行を用いたアーチ状の精進IJ:単に怖のみ

でなくその他.表-2 (所在は図-6)にみるように

城や守院のI"J，水門，墓門などにもみられ多様である。

したがって，アーチ挑造の出現一中国からの導入また

現地発注の可能併:を含めて がいつごろであるかを諭

する際は. P'jに芹-]，、られるアーチであるか，また石備

に月jレ、られるものであるかを区別する必婆があるかも

しれな L、。なぜなら，城・寺院・主主などの門のアーチ

には 3心111(j;ilJ 首里・中城・知念、'I!F.幕日未の門)や

ドj(f91J :円覚+ ・ ~:.~jじ寺 ・天姫日の門)が用いられ，

アーチを形づくる朋石の方法も一校岩式， 二枚岩式，

三校岩式などがあ り， ff~裟ーは Jfìんど円弧アーチで. 多

間
一こシ/

モへンジョダロ遺跡

(BC25C-15C) 

この頃アーチみられず

ストウーパの門 (上世)

上世インドストウーパ

(BC3C-AD7C) 

ぐ ジャー石friの門
(8C2C-) 

寺院の{ム塔 |イスラーム寺院の門
(A D 7 -8 C) I (A D 14 C ) 

i当a-4 インドにおけるl尚構造の系議

{i積みであることな ど，技法に純々差異がみうけられ

るからである。また亀甲慕の屋十Hにみられる亀中状1i

積み曲面Iも他の場合とは異なる技法が用いられたと恩

われる。

したがってj中縄のアーチ構造については， 多様な構

造をある時 点における特定の技法が経時的に種々の鱗

造へ応用されたとする視点より は，いくつかのアーチ

造の核的なものが異なる時点をもちつつ展開し，互に

技術的融合がなされていったとするのが自然ではない

だろうか。

現在しられる各アーチ憐造の古し、ものの出現 (又創

立年)は次の通リである m.1MI。

城 門:アーチの門(扶門)のある城としてし ら

れるのは~喜味城，中城城，知念城の新

城.首「里減ーなどであるが，これらのう

ち1420年頃といわれる盗喜味城がふるし、。

寺院門・現存(復iCも)のものとしては祭元寺，

天kl?百f，同覚寺に各:til"lがあるが，この

うちでは円覚寺が創建年がふるい (1494
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表 2 沖縄の石造アーチ(現存既存)

ア チ状の形態を 建 j旦生 物

有する情造物分類 名 称 成立年 現・|日戸片品

首里城 乙~ 不明 那覇市首里

城
0十|一一

中城城 中城村

長[]念城 。 知念村

座喜味城 。 説作十I

豊比''-X域 X 郡覇市

1"1 
寺院 円覚 4 ム 1494 明;覇市首']'.

，~;.~己守 。1527 朗;覇市i白

t¥ 

/ 
グ7
門 l天姫 'i;¥ ム 1424 那覇市久米

そ 御;，:(など 首F界限他

グ】

他 1品i 7c O 旦主目」 久米料料判1.μ1U」JJ川i

~( I、総 x 1522 笠見城村

未古紙 Iy 
那覇市未古

的 京自，j f，品× 都新，Ji泉崎

，~;.~ je与情 x 1 1527? 那覇市山

1ぇ {在 十品 よ込 浦添，li牧港

さ 比 i!t 1，品 〉く 嘉手納町

J、 女 悦 。1502 明;軒市首 'j'

美栄 f品 × 1451 朋:覇j，Ii久茂!m

水 上〈蛇 tt!x 1451 那覇市

1"1 」
誠-i'， I司 〉く 1733 都新Jj)I;龍名

品j 浦添ゆ〕どれ 。1
1265 浦添iIi当山

iil '1' 某 県内持地

]"1 

ト一一
ヴ

オ

;IK 

(色'1'
各 J也

ヴナル t)
f色上l'某

年)

11 桁:1500年前後以降のものが多く 3心円ア

ーチを用い t:崇元守橋 (1527年頃刊の

外は円弧が始んでである。その中では世

持僑 (1459年)，天女橋 (1502年)等が古

いものに属する。

亀月'at主:1675年頃の築造とされる伊江王子'ぷの墓

{首里L(I:) がその初期のものといわれる。

南支の影響があるといわれる。

備 )j-

形態的特徴
{番号は図 5とA-]r.t_;)

H.、円を主とする 15C後半の怨 現存は復7じ111¥のみ歓会門。他 ① 

造多し。 はi喧辺著Ji:に図。

内輪 2枚岩機成の 3心ア一千、続 3ν)).しは1440年頃I特築の況 ⑪ 

2枚岩憐成の復JC2座有ーイ-，.:-3ト話 ⑤ 

]iiJ卜 i夏fじ2時 ⑪ 

3心ア一千 成辺 rJi，L球建築」にほl

円弧ア チ司 1iDi屋根 復)[;脇門， Ij1央r'l本41L ③ 

全5門， '1'央3，脇 2，中央μl ⑦ 

弧，脇 3.C、」

⑪| 平たい 3心ア千

相のド部内輪ア一千状， -uili [詞比ri.JI'、(1519)，'tlヶI{i{1519) :月

美lu，i(イd'irti，1500吋nなど l

円弧アチ， I)~ 輪 2 牧岩

大小41'iZのア 千連続司円弧 干i怖として紋大，伊藤忠太激賞 ③ 

単!!'é式 f見 ~!:l小 イI桁となったのは1836-'1 〔ぞ

大小2庫のア一千，中[子|駐ir5~ ⑤ 

k小3出の 3心ドJアチ 3心flJイil，品はこれのみという ⑧ 

)('J、31主，円弧アチ 1735年干IJ立に改修 ⑬ 

，¥，央3座連続，円弧 7 千 1729!f 1i i1iに改修 ⑬ 

中挟，円弧ア千 ⑤ 

中f久↓IJ狐ア千 !主々改修， 1く虫1:111:--mj ([~I 

l7水1'1 そiLi， IJ1illle" げJjfr←j. l'l ìïilfド~;川、日新人だ ⑪ 

と忠わiLる。 ìJ正9-1t~。そこに 7 つのノト ]"1 があ

ったとい 7。

.'ji!非式川弧ア 千司 J血中ジ)Jili路 @ 

3心同アーチ ιてブ、

形状Ij:f'中々， Ilj， 3心，ドJ， 17tu紀'*i主から輸入?

elc 

n 

li1似の自]:分色']'j}、干するイ1;:立l、 JJUfJi.i反応

ム ム部分的にイiイ， x. ili Iじ

× 全〈ないもの

上記亀Iドを除く{nJaの年代も先述の長崎への{':入斗

といわれる 1634年よりふるし沖縄にはわかi五lで較も

平〈から石造アーチの伐材'Jがあったといえよ-)c 

凶-6は，現有(第二次大戦戦災後の復l己も今めて)

する諸アーチ構i主をノl、したものごある {概略、h去比較

のためスケール(ポール 2M長)を図の中に入れてtltl-};f;

しである。図中のW， H， RS， Rはそれぞれrljli， 

高き，ライス"平径をあらわす o r~':j さについては隣泣

の底部からア チの端ウ、までの、T法をあらわし. ライ
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図-5 石造アーチ構造物の分布(表-2参照)

ズは，両端点を結...;;線からアーチi質点ま での高さをあ

らわす。半径は， けl員， ライズ7J・ら図解的に求めた1也

で，三心 fIJの場合もあるかり必らずしも正しい形状を

表わす f法ではないが， 胸部の}しその大きさ 比較のた

めに示した。単位はメ ー トルである。

これから判断する と門に用い んれる寸法につ いては

巾只は1.23m-2.90m，高きは1.76m -.3. 25m， ライ

ズはo. 32 m - O. 8 m ，また半径は凡そ1. 18 m -1 .50 m 

の範囲にあることがわかる 。石橋の場合は.現存の例

が少なし図 6では 2例 を示したにす ぎず，一般的

寸法範囲値を7J'すには至 らなか った。今後文献を調査

し補充したい。種々の文献の写真19ト吻から概略判断

して.沖縄の単挟輸の半径は表 2の例の ように 3m

前後ではないかと 判断さ れる F 表 -3にはまた，巾 買

と両さの比を計算してみた。W: (H+RS)の比 を

見ると例外 (0.48，0.82， 0.91)はあるものの大部分

が/2矩形の比 (1 :〆万一=0.707)及ぴ黄金率 (1: 

1.618=0.618) の間にあること がわかる 直ちに，黄

金率の知識の所有:について指摘する こ とは当を得ない

が，JJ代二Lジプト，ギ リシャ以来美的な形態表現の比

率として東宝されたといわれる幼 1: .iすや1:1.618 

表-3 現存1-.1j主ア チ寸法

よく
J 法 (m) 1品

W IH IRSIR 空
W 

rlJ ~l 高さライ丈 半径 H W+RS .ij 

知 念 1. 98 2.35 0.34 1.67 0.84 0.74 

11 1.23 ~. 1 2 0.41 0.67 0. ~8 0.48 

WJi:苛 1.'/411.76 0.3~ 1. 33 

11 2.1012.40 0.61 1.45 0.8710 701 *t門

石 中 城 1. ~6 2.45 0.37 1.60 0.80 。7ρ

11 lつ5 2只110.32 1.60 0.70 0.62 

座味 1.93 2.46 0.33 1.50 0.78 。70

門 11 1.90 2.50 0.39 1.45 0.76 o 66 

釘里 2.90 1.7510.89 0.72 総会P'I

円覚寺 2.12 2.47 i 0.65 1.1810.86 0.68 在J高P'I

上天姫 2.0 I.an 1 O.4C 0.91 

(平吻) 之0 ~.40 1 0.45 1.40 I 0.83 0.70 

i行 大>( 3.14 1.70 1.10 3.0 1.12 

情 未古 6.13 2.50 3.1 2.46 
ー

の値に近以の値を有して i 、る ことは，ある干墳の興味を

与えるも のではある 。石橋 については対象が対象だけ

に， 河川巾 貝その他地形的制約条件か ら，比率を一定

にすることは，現実的に函鮮を伴 なうものであ っただ

ろう 。表値は 2111Jのみだがかな 1)の差がある 。他の場

合lこっき ，資料i'r{得られれば，何か統一的， JL~準的な

ものめ存荘が発見できる可能付はあろう。

構造物の巾員及び高さの全体比は， その百十函 ・訟7十

においては極めて重要であ川 ，勝れて技術的な事項 で

あるこ とを思えば，アーチの門について ;並'$さは欠

くにし ろ， ある一定値の回リに巾貝・高さ比が"，る こ

とは， それらが建築された頃にlム石工らはそれらに

ついての基準的な知識を共有していたとみてよいだろ

， 0 

きて.この基準的な知識という 時，筆者には， 先述

した李明伸 の 「営造方式jの存主が思いt.Bされる 。 こ

の建築あるいは建設基準書が まとまった形で沖縄へι
わったか否かは今のと ニろ筆者には不明であるが， そ

の中の「巻益水寄」の工法の記録や石愉形状等，抑制

の石橋士想起させる ものがあ り，また|可香川i作 Jの

音11の「踏遊」の名称など沖縄にも あり (郎覇市末山に

ある末吉冶へのゆるやかな石畳道を，郷土史家(土 「蹄

(登)道jと、 っている )関連の所イiを うかがれせて

いる o [iiJ書には.その他，石作 に 「鈎附JI股1:皆蛇首」
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106 ARCHーその系譜と 沖純のイlili挟

(a) '1'城城① (b) 中城城②

W1.96 H2.45 RSO.37 R=1.6 W1.95 H2.81 RSO.32 R=1.6 

(c) 未古焔

W6.13 RS 2.5 R=3.1 

図 6 現存する石造ア チ桃ili(その 1) 
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(d) 座喜味城① (e) 座喜味城②

W1.93 H2.46 RSO.33 R1.50 W1.90 H2.50 RSO.39 R1.45 

(f) 知念城①

W1.23 H2.12 RSO.41 RO.67 

図-6 現存する石造アーチ構造 (その 2) 
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(g) 知念城 (h) 首里城鶴会門

W1.98 H2.35 RSO.34 R1.67 W2.90 H3.25 RSO.80 R1.75 

(i) 崇元寺左扱門 (j) 崇元寺総門

W1.74 H1.76 RSO.34 R1.33 W 2.1 H 2.4 RSO.61 R1.45 

図-6 現存する石造アーチ構造 (その 3) 
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(k) 天女橋

W3.14 H 1.7 RS1.10 R 3.0 

(1) 円党寺友最門

W2.12 H2.47 RSO.65 R1.18 

(川上天姫宮門 (n) 大里城拝所

W 2.0 H 1.8 RSO.40 R 1.5 WO.90 HO.30 RSO.30 RO.45 

図-6 現存する石造アーチ構造 (その 4) 
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a.首里歓会門 f 崇元寺中央門

~ 

b 中城本丸北側 g.崇元寺1目Ij門

c 中城本丸南 h.知念城本丸東

/寸
ν/-1 六~

d. }坐喜味城本丸南 l 知念城本丸岡

vイヘJ J 十¥、

e 座喜味城本丸北 j. :..!と背橋

ゾ十~

図-7 ア チ曲線形状 (紙iRは不統一)
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など，また建築木造音11に関する「木木作JI彫木作」

など，今日いう土木・建築の殆んどの分野に関する記

述があり，その沖縄の影響の存在，程度の考察に当っ

ては，広い祝野からの考察が求められよう。その外，

関連考察事項としては，琉・明交流を主として，その

他日・鮮との交流の実像などについて，技術史的立場

からの考察も必要と思われる。今後調査を続けたい。

先に筆者は，アーチ造についても，いくつかの核的

なものの存在の蓋然性について述べたが，これに関し

いま少し考えてみたい。図-6 (m)は，高さ80cm巾

100cm程度の小規模のプリミィティブな単純な石造ア

ーチでつくられた，沖縄の個存信JJJ)の拝所である。沖

縄の城(グシク)には必らず 2つや 3つの拝所があっ

て，簡単な野石を買いただけのものから，かなり大き

い切石を利用して構築したもの，天然の洞穴を石固い

にしたもの，屋根つきの家型のものなど種々のものが

あり，伝統的に信仰の対象となっている。沖縄の固有

信f!l)に関する研究も数多くあるが，従来の成果につい

ては，宮城氏によりよくまとめられている制。それに

よると，沖縄における固有信とは，いわゆる外来宗教

といわれる仏教・道教・神道・キリスト教以外のもの

で日中縄民族が血縁的集団を中核にして共同体的生活

をしているなかで成立し発達してきた信仰のことで，

普通に多様なカミニ神に対する信仰をきしているJ2日。

これら固有信仰は，古い時代から「他地域から伝えら

れた信仰の影響をほとんど受けずに伝承されたJ25) と

いわれる。

きて前置が長くなったが，この様な古い固有信仰の

拝所に，極めて単純な構えのものとはいえ石造挟があ

るということは，沖縄にも挟構造の核的なものの既存

を示唆しないだろうか。田辺泰氏はその著書において

「琉球建築は民族的にはかの地(沖縄・筆者注)に日

本建築を打ちたてたのであるが，地理的に本土とはな

れ，かの地特有の気候・風土による独自の緩漫なる発

展をなし，さらに中国明.i青の建築様式ないし技法を

加えて漉厚なる地万色を発揮する琉球建築が生れたと

いうべき」仰と述べているが，これは，換言すれば，

伝統的な核的なものと外来文化との融合による特徴の

表出ということであるといえよう。

建造年も不明な(古老の話では，戦前からあったと

いうが)単純な構造物の 1例から，石造アーチに関し

てそのような核的なるものの存在を指摘することは尚

早であるが，石造構造も含めた地方の伝統的営造物の

特徴を考察する際，より具体的なそのような核的なる

ものが何であったかについて注意を払うことは重要な

ことていあると

4 .おわりに

伊藤忠太は沖縄の橋，なかんずく真玉橋(1836年に

石橋となる. 4連石造アーチ橋，戦災消滅)のもつ独

特の簡素美を激賞した問。渡辺泰は石造建造物も含め

た沖縄の建築の独自性， 日本建築の原点としての性格

などを指摘した21)。今日でも同様その独自伎を指摘す

る研究者も多く側，グシクその他の遺跡の基礎的調査

(注)
研究が継続されている 。しかしながら，沖縄の建造

物の特質の史的な論述は十分明確になっていない分野

も多しましてや建築史あるいは土木史という形での

体系的な論述，更には日本の建設史における位置づけ

など今日までなされていないのが現状といってよい。

したがってまだまだ課題は多L、。本稿は，沖縄の石

造アーチという特定の構造部分に焦点をあて，広い視

野から考察すべく東西のアーチ史にも若干触れつつ考

察を試みたものである。前述した沖縄の建設物のもつ

意義の体系的な理解には，やはり石造構造物の構築と

同様.部分としてのれ単石的か研究が積みあげられて

ゆく必要がある。本研究はその様な筆者の課題の理解

を背景に行って来た，継続的なとりくみ側叶1)の一環で

ある。

現存する構造物については，実地調査を旨としたが

その他については多くの文献を参考にした。その他，

沖縄の建築・建造物についての先達の知見を数多くの

文献によって知りえたことは幸であった。未筆ながら

謝意を表し稿を閉じたいと思う。

(注)52年 4月，沖縄県教育委員会は，又吉氏らに依頼し，伊是名島のグシク，墓，その他遺跡の調11量を行うと発

表。沖縄のクシクはー音11の平面is1l量完了を除いて，ほとんど測量されていない。高低も含めた地形測量の実

施は急務だろう。
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